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 下記により南水剪定技術交流会を開催します。今回は、南信から特別に講師を招き、結果枝の更新方法・花

芽整理等の高品質生産に直接つながる技術を中心に研修していきます。また、現地講習会後は講師を招いて懇

親会を予定しています。懇親会の参加を希望する場合は、お手数ですが、下記の申込書を各事業所経由園芸課

まで提出してください。南水生産者のご参加をお待ちしています！ 

 南水剪定技術交流会開催要項 

開催日時 集合場所 開催園地 

2 月 15 日（木）午後 1 時 30 分 長印中野駐車場 高橋真一郎様園 

  

1. 講師 （財）長野県果樹研究会 北沢章部会長 

2. 内容 

① 南水・あきづき成木の整枝・剪定のポイント 

② 結果枝の更新方法・良い結果枝の作り方 

③ 芽すぐり（花芽整理）のポイント 

④ 質疑応答 

3. 懇親会参加締切 2/9（金） ＊参加者の皆様へは別途ご案内します。 

 

参考：芽すぐり（花芽整理）のポイント 

① 1短果枝当り1～2芽を残す。結果枝（側枝）の片側15㎝間隔（剪定ハサミ1つ分位）で、横向きか斜め上向

きの短果枝群を残し、上芽と下芽は基本的に切除する。 

② ショウガ芽（短果枝群）を整理して貯蔵養分の消耗を防ぐ。通常はハサミで位置の悪い短果枝を中心

に切除するが、葉枚数の確保を含めて、手で花芽を欠いてもよい。 

③ 上向きの短果枝は日焼け果・収獲前落果の原因になるので切除する。 

④ 基の花芽に切り戻さず、果台を積み上げ、外に開いたように整理する。 

⑤ 横向き、斜め上向き花芽を中心に最終的に着果させたい方向の花芽を残す。 

⑥ 剪定と並行して実施する。樹 1本、枝 1本終わったら、芽すぐりを必ず実施する。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ き り と り ・・・・・・・・・・・・・・・ 

各事業所 経由 園芸課 行き 

ナシ部会 2/15 南水剪定技術交流会（懇親会）参加申込書 

事業所名：   地区：    

氏名：   連絡先：   － 

締切：2/9（金） 

懇親会参加者の皆様へは別途ご案内します。 

芽すぐりの例  

斜め横向きまたは斜め上の芽を残す。 


